予算要求資料
平成26年度当初予算　　支出科目　　款：農林水産業費　 項：林業費　 目：林業振興費
	事業名　　新施設整備費（森林文化アカデミー）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　林政部　森林文化アカデミー　総務課　管理調整係　電話番号：0575-35-2525

　　　　　　　E-mail： c21907@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　     25,822千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	25,822
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	25,822

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　・森林文化アカデミーの施設は、森林の学校に相応しく木材で造られているが、築後12年を経過し老朽化が著しい。
　　・特に、常に雨にさらされる、屋根等のない場所の腐朽が著しい。

　　・このため、施設破損による事故発生の危険もあるため修繕が必要。

（２）事業内容

　　・腐朽状況、利用状況等により総合的に判断した修繕計画を立て、3年間で集中的に修繕を実施する。
　　　　　・遊水池転落防止柵設置　　
　　　　　・アカデミーセンター防火壁塗替
　　　　　・森の情報センター等外壁雨漏修繕
　　　　　・森のコテージデッキ張替修繕　
　　・整備スケジュール
　　　　　平成26年度：アカデミーセンター防火壁等
　　　　　平成27年度：森の情報センターデッキ張替え等
　　　　　平成28年度：アトリエデッキ張替え等
（３）県負担・補助率の考え方

　　　・県10／10（県公共施設の修繕のため）

（４）類似事業の有無
        県有施設修繕費（総務部管財課）

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	修繕料
	  1,510
	森の情報センター・工房外壁雨漏り修繕


	委託料
	  2,372
	工事設計の委託、廃材処理委託

	工事請負費
	21,310
	森のコテージデッキ撤去、コミュニティステージ進入防止柵

	原材料費
	    630
	歩道の枕木、駐車場へ入れる砕石

	合計
	 25,822
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）後年度の財政負担
・全体事業費　　87,000千円程度（うち平成27年度以降　61,178千円）
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成28年度までの３ケ年で、森林文化アカデミー建物施設の腐朽部分を
修繕・整備する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	従来（既存）の建物施設を修繕するものであり、数値的な指標を設けることは困難。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	アカデミー学生の他、生涯学習、短期技術研修で多くの一般県民なども利用する施設であり、安心安全に学習・研修を受けていただくために、腐朽した建物施設を修繕する必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　建築後13年を経過し、建物・付随施設の更新時期（耐用年数を超えている）ため、順次対応が必要。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　学生等に、安全に教育を受けていただける適正な施設環境を維持管理していく。



